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碧
虚
子
陳
景
元
の
回
一
山
相
ω
問
題
の
所
在
朱
耳
目
を
し
て
「
書
頗
る
醇
古
に
し
て
、
観
計
す
べ
し
」
と
言
わ
せ
た
北
宋
の
道
士
が
い
る
。
紹
聖
元
年
(
一
O
九
四
)
六
月
十
三
日
に
昇
仙
し
た
と
さ
れ
る
隙
景
元
で
あ
る
。
『
宣
和
書
譜
』
、
『
道
徳
真
経
寂
室
纂
微
開
題
科
文
疏
』
(
七
一
五
)
(
以
下
『
科
文
疏
』
と
略
す
)
、
『
道
徳
真
経
集
義
』
(
七
二
四
)
等
に
見
ら
れ
る
伝
記
に
依
れ
ば
、
建
昌
南
城
県
の
出
身
で
、
自
ら
碧
虚
子
と
号
し
、
王
安
石
と
も
交
流
の
あ
っ
た
と
さ
れ
る
陳
景
元
町
v
慶
暦
二
年
(
一
O
四
二
)
に
高
郵
の
道
士
・
韓
知
止
に
出
会
い
、
三
年
に
出
家
、
十
八
歳
の
時
に
天
台
山
で
張
無
夢
(
鴻
滋
先
生
)
に
老
荘
内
微
旨
を
教
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
張
無
夢
は
、
五
代
末
か
ら
北
宋
に
か
け
て
の
内
丹
の
雄
陳
持
の
弟
子
で
あ
り
、
陳
景
元
は
、
陳
縛
↓
張
無
夢
と
師
承
さ
れ
た
内
丹
理
論
に
与
る
所
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
後
世
、
南
宋
の
所
謂
る
南
宗
と
称
さ
れ
る
道
教
の
一
派
か
ら
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
山
田
イ変
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
科
文
疏
』
に
は
、
陳
景
元
は
元
豊
六
年
(一
O
八
三
)
以
後
、
「
嵩
少
ト
錬
丹
之
所
」
に
遊
ん
だ
と
記
し
、
又
、
「
晩
節
掲
医
市
、
紳
陵
堤
神
、
室
烹
金
液
、
以
必
九
還
七
返
之
妙
、
利
初
伸
明
而
迫
以
天
年
、
居
常
好
餌
雲
母
粉
。
仰
自
謂
、
早
年
嘗
服
丹
砂
、
雌
垂
白
而
容
顔
肌
膚
如
少
壮
人
U
と
も
記
す
な
ど
、
外
丹
に
も
少
な
か
ら
ず
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
く
れ
z
v
o
 こ
の
よ
う
に
内
外
丹
に
造
詣
の
深
い
所
を
見
せ
る
陳
景
元
で
あ
る
が
、
一
方
で
六
朝
か
ら
陪
唐
に
か
け
て
の
道
教
経
典
的
諸
注
釈
を
集
め
集
注
本
を
編
纂
す
る
と
い
う
、
注
釈
家
と
し
て
の
一
面
も
見
せ
て
い
る
。
現
行
『
正
統
道
裁
』
に
は
『
上
清
大
洞
真
経
玉
訣
音
義
』
(一
O
四
)
、
『
道
徳
真
経
議
室
纂
微
篇
』
(
七
一
四
)
、
『
度
人
上
品
妙
経
四
註
』
(
八
七
)
、
『
西
昇
経
集
註
』
(
七
二
六
)
、
『
南
華
真
経
章
句
音
義
』
(
七
三
六
)
、
『
南
華
真
経
章
句
徐
事
』
(
七
三
七
)
、
『
沖
虚
至
徳
真
経
縛
文
』
(
七
三
三
)
等
の
注
釈
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
『
道
徳
真
経
議
室
纂
微
篇
』
(
以
下
『
纂
微
篇
』
と
略
す
)
は
南
宋
以
降
の
『
道
徳
経
』
解
釈
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
李
震
の
『
道
徳
真
経
取
普
集
』
(
七
一
八
)
、
董
思
靖
の
『
道
徳
真
経
集
解
』
(
七
O
五
)
、
彰
紹
の
『
道
徳
真
経
集
注
』
(
七
O
七
)
、
蒔
致
玄
の
『
道
徳
真
経
街
義
手
紗
』
(
七
二
ハ
)
、
劉
惟
永
の
『
道
徳
真
経
集
義
』
な
ど
は
、
し
ば
し
ば
『
纂
微
篇
』
を
引
用
し
て
い
る
。
更
に
陳
景
元
の
『
度
人
経
』
の
解
釈
も
後
世
に
相
当
程
度
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
陳
景
元
は
集
注
本
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
『
老
子
』
、
『
荘
子
』
、
『
列
子
』
、
『
西
昇
経
』
、
『
度
人
経
』
、
『
大
洞
真
経
』
な
ど
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
、
『
老
子
』
と
『
西
昇
経
』
と
は
、
例
え
ば
『
道
教
義
植
』
(
一
一
二
二
巻
二
・
七
部
義
に
太
玄
者
重
玄
儒
宗
。
老
君
所
説
、
而
苧
生
所
受
、
唯
得
道
徳
、
妙
虞
、
西
昇
等
五
巻
。
仙
と
あ
る
如
く
、
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
経
典
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
開
『
西
昇
経
』
を
重
用
し
た
唐
の
成
玄
英
も
注
を
施
し
て
い
る
『
度
人
伊
経
』
は
、
霊
宝
系
で
重
用
さ
れ
た
道
典
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
者
は
傾
景
向
を
同
じ
く
す
る
道
典
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
し
て
『
大
隅
洞
真
経
』
は
六
朝
上
清
派
に
お
い
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
系
統
で
唐
に
鵠
至
る
ま
で
非
常
に
重
視
さ
れ
た
道
典
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
経
典
は
、
い
わ
ば
六
朝
階
唐
を
代
表
す
る
道
典
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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本
論
で
は
、
こ
れ
ら
六
朝
陪
唐
の
道
典
を
北
宋
人
が
ど
う
理
解
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
陳
景
元
を
材
料
に
考
察
し
、
こ
れ
を
通
し
て
、
従
来
「
旧
道
教
」
「
新
道
教
」
と
い
う
図
式
で
分
類
さ
れ
て
き
た
両
「
道
教
」
の
接
点
が
ど
こ
に
在
る
の
か
に
つ
き
、
若
干
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
陳
景
元
の
思
想
一
、
陳
景
元
の
注
釈
観
ま
ず
は
、
集
注
本
編
纂
に
際
し
て
陳
景
元
が
目
指
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
、
彼
の
編
纂
方
針
か
ら
窺
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
陳
景
一
括
の
「
集
註
」
編
纂
の
最
大
の
特
徴
は
、
資
料
に
基
づ
い
た
考
証
の
作
業
に
徹
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
『
西
昇
経
集
註
』
で
は
、
六
朝
か
ら
陪
唐
の
諸
家
の
注
釈
を
集
め
る
他
、
誇
本
聞
の
経
文
の
異
同
を
記
す
以
外
は
一
字
一
句
も
自
説
を
加
え
て
い
な
い
。
彼
は
そ
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
碧
虚
子
聞
其
風
而
悦
之
、
捜
遺
編
於
寂
室
、
得
注
解
者
凡
五
家
。
先
校
取
経
之
是
者
、
後
鼠
去
注
綬
之
非
者
、
集
成
ニ
編
。
「
先
校
取
経
之
是
者
、
後
寂
去
注
経
之
非
者
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
、
是
と
せ
ら
る
経
文
を
採
用
す
る
の
を
旨
と
し
、
依
拠
し
た
五
種
類
の
版
本
の
内
の
ど
れ
か
一
つ
を
特
に
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
は
陳
景
元
町
姿
勢
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
ひ
と
り
『
西
昇
経
集
註
』
に
限
ら
れ
ず
、
集
注
本
を
編
纂
す
る
に
際
し
て
常
に
一
貫
し
た
彼
の
立
40 
るた場
ので
そあ
っ
『
上た
清機
大で
i同あ
真る?
経 。 ー
玉か
訣長
重陳
r 景
グコ 7G 
叙 li
次 7
の γ
守.
4元
二雪
見正
えっ
景
元
総
角
出
家
、
弱
冠
訪
道
、
遊
歴
僅
三
十
載
、
綱
領
十
有
除
年
。
老
鋳
茅
山
、
結
苓
機
悔
、
自
歎
道
縁
港
薄
、
塵
業
深
重
。
雄
孜
孜
教
典
、
而
未
遇
民
師
、
欲
諦
洞
経
、
車
敢
開
祖
。
於
是
深
雪
身
、
心
、
静
務
恭
潔
、
庚
求
古
本
、
先
自
考
詳
、
沈
明
披
尋
、
反
覆
研
構
、
一
句
一
字
、
未
嘗
越
略
。
或
雨
義
相
端
、
調
増
困
惑
、
或
偏
傍
健
改
、
字
位
浮
雑
。
此
蓋
盗
寓
私
偶
、
相
承
靴
謬
。
遂
持
前
輩
、
修
習
之
本
、
及
茅
山
寂
本
、
比
封
隠
書
、
腕
撰
音
義
。
す
ぐ
れ
た
師
に
出
会
っ
て
教
え
を
請
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
自
分
自
身
で
善
本
を
探
し
出
し
、
一
宇
一
旬
を
も
疎
か
に
し
な
い
、
と
い
う
方
法
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
止
む
を
得
な
い
方
法
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
か
く
し
て
諸
本
の
対
照
に
は
か
な
り
の
精
力
を
注
ぎ
こ
ん
だ
様
で
あ
る
。
以
下
に
見
る
『
老
子
』
の
注
吋
纂
微
篇
』
で
は
河
上
公
本
、
王
弼
本
を
始
め
と
し
、
玄
宗
の
関
元
本
、
皇
甫
謎
本
な
ど
先
行
す
る
諸
本
を
参
照
し
、
『
上
清
大
洞
真
経
玉
訣
音
義
』
で
は
、
茅
山
本
、
皇
甫
詮
本
を
始
め
と
す
る
十
種
類
近
い
諸
本
が
参
照
さ
れ
、
『
南
華
真
経
章
句
音
義
』
『
南
華
真
経
章
句
除
事
』
等
で
は
、
太
一
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
張
君
房
校
訂
の
諸
本
や
、
江
南
の
古
蔵
本
、
天
台
山
本
等
を
縦
横
に
駆
使
し
て
い
る
。
又
、
単
に
諸
本
の
比
較
対
照
に
止
ま
ら
ず
、
字
義
を
厳
密
に
検
討
す
る
目
的
か
ら
で
あ
ろ
う
、
『
説
文
解
字
』
、
『
爾
雅
』
、
『
小
爾
雅
』
、
『
広
雅
』
、
史
崇
の
『
一
切
道
経
音
義
妙
門
由
起
』
、
侍
突
の
音
義
と
い
っ
た
小
学
系
の
書
物
は
も
と
よ
り
、
ひ
と
り
道
教
経
典
に
限
定
せ
ず
、
様
々
な
書
物
か
ら
傍
証
と
し
て
資
料
を
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
訓
詰
的
手
法
に
依
っ
て
陳
景
元
が
目
指
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
カ
異
風
極
散
、
僑
隠
山
楼
、
道
範
不
問
、
師
資
躍
殿
、
教
法
衰
弊
、
莫
甚
於
斯
。
(
『
上
清
大
洞
真
経
玉
訣
音
義
』
叙
)
と
あ
る
如
く
、
真
実
町
教
え
が
滅
び
、
ま
や
か
し
の
道
が
蔓
延
し
、
手
本
と
な
る
べ
き
道
典
が
途
絶
え
、
師
弟
関
係
が
断
絶
し
て
い
る
こ
と
を
深
く
憂
い
悲
し
み
、
往
古
に
行
な
わ
れ
た
在
る
べ
き
道
教
を
再
興
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
六
朝
惰
唐
の
道
典
を
、
そ
の
本
来
の
姿
に
復
活
す
る
こ
と
で
、
陳
景
元
は
彼
が
理
想
と
し
て
い
た
唐
以
前
の
道
教
へ
一
歩
で
も
近
付
こ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
か
く
し
て
、
彼
の
注
釈
は
旧
来
的
注
釈
に
基
づ
い
て
妥
当
な
解
釈
を
示
す
こ
と
に
腐
心
し
、
彼
独
自
の
新
見
解
を
提
示
す
る
の
に
極
め
て
慎
重
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
彼
自
身
の
論
は
、
各
注
釈
書
に
付
さ
れ
た
序
文
と
、
『
纂
微
篇
』
一
一
綱
、
及
び
宋
の
楕
伯
秀
の
『
南
華
真
経
義
海
纂
微
』
(
以
下
『
義
海
纂
微
』
と
略
す
)
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
荘
子
』
の
注
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
内
、
各
注
釈
書
に
付
さ
れ
た
序
文
は
、
各
経
典
と
そ
れ
に
緩
わ
る
神
人
と
に
関
す
る
、
六
朝
末
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
説
話
を
採
用
し
て
、
れ
の
経
典
が
成
立
し
て
き
た
由
来
を
述
べ
て
い
る
外
は
、
前
述
し
た
様
に
、
経
典
を
読
む
の
に
文
献
学
的
整
理
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
の
具
体
的
な
思
想
内
容
を
窺
う
に
は
、
わ
ず
か
に
『
纂
微
篇
』
と
『
義
海
纂
微
』
所
引
『
荘
子
h
注
の
み
が
我
々
の
前
に
残
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
J
々
し
て
、
こ
れ
ら
の
注
釈
全
体
を
通
し
て
頻
り
と
用
い
ら
れ
て
い
る
「
妙
本
」
、
「
守
ご
、
「
真
一
」
、
「
道
気
」
、
「
清
浄
」
等
の
重
要
概
念
や
、
本
体
と
作
用
の
関
係
を
説
く
論
な
ど
は
彼
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
六
朝
か
ら
陪
唐
に
至
る
聞
に
確
立
し
て
き
た
道
教
教
理
学
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
彼
の
思
想
が
唐
代
的
道
典
解
釈
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
疑
問
円
余
地
が
な
い
の
で
あ
U
F
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
注
釈
を
見
る
時
、
彼
独
自
の
立
場
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
の
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
が
『
老
子
』
の
注
釈
に
於
い
て
「
旧
説
」
と
「
今
解
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
、
従
来
の
説
と
は
異
な
る
自
己
の
見
解
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
を
我
々
は
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
彼
は
、
唐
以
降
『
老
子
』
注
の
主
流
と
目
さ
れ
る
玄
宗
の
疏
を
「
旧
説
」
と
規
定
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
す
る
自
己
の
見
解
を
「
今
解
」
と
し
て
披
渡
し
て
お
り
、
そ
こ
に
陳
景
元
の
唐
代
以
前
の
道
教
に
対
す
る
評
価
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
棟
景
一
万
が
言
、
つ
「
旧
説
」
と
「
今
解
」
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そ
れ
ぞ
の
差
異
を
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
、
次
節
で
は
、
ま
ず
彼
の
思
想
の
骨
格
を
一
瞥
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
二
、
陳
景
元
の
基
本
思
想
此
節
で
は
、
陳
景
元
の
思
想
的
基
本
的
立
場
を
「
道
」
と
「
人
」
と
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
現
実
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
形
成
す
る
気
と
、
そ
の
気
を
生
み
出
す
根
源
と
し
て
の
「
道
」
と
は
作
用
と
本
体
と
の
関
係
で
理
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
関
係
は
又
「
人
」
自
体
に
も
あ
て
は
ま
り
、
こ
の
関
係
を
通
じ
て
「
道
」
と
「
人
」
と
が
彼
の
思
想
町
中
心
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
一
)
「
唖
埠
」
先
ず
、
道
は
「
常
道
」
・
「
可
道
」
と
い
う
形
で
理
解
さ
れ
て
い
ヲ@。
不
知
、
深
矢
内
失
、
是
元
名
、
常
道
、
理
之
妙
也
。
知
之
、
浅
失
外
失
、
是
有
名
、
可
道
、
事
之
徽
也
。
(
『
荘
子
』
知
北
遊
注
)
寂
実
無
形
、
道
之
種
。
刷
費
化
無
常
、
道
之
用
。
生
死
道
之
化
、
之
常
、
神
明
道
之
漣
。
(
同
・
天
下
注
)
天
地
道
こ
れ
ら
は
、
道
的
本
体
と
作
用
と
の
関
係
を
示
す
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
の
「
常
道
」
・
本
体
は
人
知
で
は
理
解
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
体
と
し
て
の
「
常
道
」
は
、
道
有
盈
虚
之
名
而
元
盈
虚
之
賞
、
物
有
衰
殺
之
迩
而
元
衰
殺
之
理
。
道
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化
有
本
末
、
位
元
本
末
。
物
形
有
積
散
而
性
無
積
散
。
由
是
知
道
物
未
嘗
相
逃
、
妙
用
元
乎
不
在
也
。
(
同
・
知
北
遊
注
)
有
始
、
謂
道
生
一
。
未
始
有
始
、
混
洞
太
無
。
未
始
有
夫
未
始
有
始
、
視
聴
不
及
、
虚
之
鹿
者
也
。
此
三
者
欽
道
未
始
有
集
。
有
有
、
謂
物
形
猫
化
、
塊
然
自
有
。
有
無
、
謂
物
形
未
兆
、
伯
然
虚
寂
。
未
始
有
無
、
調
形
兆
之
先
、
沈
黙
空
即
、
至
無
者
也
ロ
未
始
有
夫
未
始
有
無
、
調
真
寂
虚
廊
、
博
之
不
得
、
無
之
無
也
。
此
四
者
、
欽
道
未
始
有
形
、
俄
而
有
無
失
。
(
同
・
斉
物
論
注
)
と
、
気
・
形
と
い
っ
た
も
の
を
本
来
持
た
ず
、
そ
れ
故
、
本
末
と
い
っ
た
差
別
も
存
在
し
な
い
。
そ
の
「
常
道
」
が
気
を
降
ろ
す
と
い
う
形
で
作
用
を
始
め
る
時
、
様
々
な
具
体
相
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
道
者
虚
之
虚
、
無
之
無
、
自
然
之
然
也
。
混
洞
太
無
、
冥
寂
淵
通
、
不
可
名
言
者
也
ロ
然
而
動
出
鑓
化
、
則
謂
之
浬
論
。
揮
論
者
一
也
。
部
倫
一
気
、
未
相
離
散
、
必
有
神
明
、
潜
兆
子
中
。
神
明
者
二
也
。
有
神
有
明
、
則
有
分
馬
。
是
故
清
濁
和
三
集
、
暗
然
而
出
、
各
有
所
跨
。
是
以
清
集
矯
天
、
濁
気
潟
地
、
和
気
偶
人
。
三
オ
既
具
、
荷
物
資
生
也
。
(
『
老
子
』
四
二
章
注
)
作
用
が
起
こ
る
と
差
別
が
生
じ
、
可
知
的
な
も
の
、
名
称
を
付
し
得
る
も
の
、
つ
ま
り
「
可
道
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
世
間
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
、
作
用
態
で
あ
る
「
可
道
」
、
つ
ま
り
気
に
由
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
有
也
一
者
元
気
也
。
言
、
天
下
高
物
、
皆
生
於
元
気
。
元
気
扇
虚
無
者
道
之
慢
也
。
(
同
・
囚
O
章
注
)
「
常
道
」
に
根
源
を
発
す
る
気
に
依
っ
て
生
じ
る
と
い
う
点
で
、
全
て
の
存
在
は
同
一
で
あ
る
と
言
え
る
し
、
亦
た
こ
の
意
味
か
ら
、
道
は
万
物
を
生
ず
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
可
道
」
の
降
気
は
無
為
自
然
に
為
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
は
又
、
生
成
を
意
味
す
る
「
徳
」
の
語
を
以
っ
て
も
有
光
而
無
象
、
醗
有
光
景
出
子
虚
無
、
一
一
言
わ
れ
る
。
道
者
虚
無
之
組
、
徳
者
自
然
之
用
、
道
値
虚
無
、
運
動
市
生
物
、
物
従
道
受
集
、
故
回
生
之
。
徳
用
自
然
、
包
含
而
畜
物
、
物
自
徳
養
形
、
故
日
苗
之
。
(
同
・
五
一
章
注
)
で
は
、
無
・
無
為
で
あ
る
と
き
れ
る
本
体
と
し
て
の
「
常
道
い
と
、
そ
の
作
用
態
と
し
て
の
気
に
由
っ
て
生
じ
た
有
・
有
為
と
の
関
係
は
ど‘
7
か
と
い
、
っ
と
、
始
者
道
也
、
無
名
也
、
即
道
官
無
名
也
。
有
名
者
寓
物
之
器
用
也
。
夫
道
始
無
名
、
能
制
御
有
名
之
物
、
是
矯
模
、
散
矯
器
、
聖
人
用
之
、
則
属
官
長
。
(
同
三
二
章
注
)
と
、
無
が
有
を
生
ず
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
と
同
時
に
、
亦
た
、
無
が
有
を
統
御
す
る
と
い
う
関
係
で
も
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
会
一
)
「
人
」
き
て
、
「
常
道
」
な
る
道
的
「
可
道
」
と
し
て
の
働
き
に
由
っ
て
降
ろ
さ
れ
た
気
の
下
で
、
気
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
る
人
間
は
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
為
な
る
天
と
有
為
な
る
人
と
は
も
と
も
と
相
反
す
る
在
り
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
有
為
な
る
人
が
無
為
な
る
天
の
下
で
ど
の
よ
う
に
在
れ
ば
そ
の
存
在
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
陳
景
元
は
人
が
何
物
に
も
滞
る
事
が
無
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
』
庄
司
を
自
在
に
巡
ら
す
こ
と
が
で
き
、
望
む
最
高
の
状
態
に
至
れ
る
と
考
え
る
。
回)
天
之
所
属
、
降
清
妙
之
気
、
覆
育
高
物
。
人
之
所
潟
、
速
神
和
之
泉
、
営
街
百
骸
。
若
乃
知
天
無
篤
而
不
空
、
人
有
潟
市
不
滞
者
、
斯
属
至
失
。
清
妙
之
泉
、
不
知
其
所
従
来
、
調
之
燭
化
。
掲
化
者
天
然
而
生
也
。
知
之
所
知
者
有
涯
之
知
、
知
之
所
不
知
者
無
涯
之
知
、
以
有
涯
之
知
養
無
涯
之
知
、
不
越
分
而
求
知
、
是
知
之
盛
也
。
然
猶
忠
在
乎
知
、
有
待
有
嘗
、
莫
若
都
忘
而
任
之
。
境
之
針
待
特
未
定
也
。
宣
知
天
然
之
非
人
事
、
人
事
之
非
天
然
子
。
若
然
者
、
心
真
沖
漢
、
諮
混
揖
慶
、
昇
入
太
虚
、
胞
然
無
際
也
。
(
『
荘
子
』
太
宗
一
師
注
)
山
出問
無
為
で
は
あ
る
も
の
の
空
無
で
は
な
い
天
の
働
き
、
道
の
肘
気
を
降
ろ
す
働
き
と
、
降
ろ
き
れ
た
そ
の
気
を
巡
ら
す
と
い
う
人
の
景
働
き
、
こ
う
し
た
両
者
の
役
割
分
担
の
上
で
、
人
が
「
有
矯
而
不
滞
」
禍
と
い
う
状
態
を
成
し
遂
げ
れ
ば
、
両
者
の
整
合
性
が
得
ら
れ
る
の
で
軸
あ
る
。
何
故
か
。
陳
景
元
は
、
道
と
同
様
v
に
人
も
体
・
用
の
関
係
で
3
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
4
夫
虚
無
之
道
、
寂
然
不
動
、
則
回
無
欲
。
感
問
中
前
物
、
則
自
有
欲
。
無
つ
ま
り
欲
脱
妙
、
守
虚
無
也
。
有
欲
観
徹
、
謂
存
思
也
。
嘗
謂
民
常
、
即
大
道
也
。
無
欲
有
欲
、
即
道
之
思
用
也
。
:
先
賢
或
以
謂
無
欲
者
、
桟
道
内
税
、
化
及
群
品
、
無
所
思
存
、
忘
其
本
遮
也
。
有
欲
者
、
従
本
起
用
、
施
予
可
道
。
(
『
老
子
』
一
章
注
)
天
地
之
有
風
、
猶
人
身
之
有
元
集
。
是
矯
無
作
、
猶
人
坐
忘
時
也
。
寓
寂
怒
鋭
、
猶
人
謄
用
時
也
。
惟
其
綾
穴
有
異
、
所
以
聾
績
寓
殊
、
蓋
亦
出
於
自
然
耳
。
詳
夫
三
繍
之
自
然
、
理
鯨
坐
忘
之
其
極
者
也
。
(
『
荘
子
』
斉
物
論
注
)
人
的
在
り
方
自
体
の
中
に
本
体
と
作
用
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
「
無
欲
」
「
虚
無
」
と
さ
れ
る
本
体
か
ら
、
外
物
に
感
応
す
る
こ
と
で
「
有
欲
」
と
し
て
の
作
用
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
作
用
は
千
変
万
化
す
る
が
、
人
に
お
け
る
本
体
で
あ
る
自
然
は
唯
一
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
坐
忘
」
の
垣
間
に
代
表
さ
れ
る
人
に
お
け
る
本
体
と
し
て
の
在
り
方
が
「
有
矯
而
不
滞
」
的
状
態
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
し
か
し
、
こ
の
人
の
作
用
と
し
て
の
「
有
欲
」
は
、
道
内
作
用
態
で
あ
る
「
可
道
」
と
は
異
な
り
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
側
面
を
も
含
む
と
さ
れ
る
。
外
物
と
の
感
応
に
依
っ
て
生
じ
る
「
欲
」
「
情
」
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
「
欲
」
「
情
」
は
ま
さ
し
く
作
用
の
一
種
な
の
で
あ
る
。
無
篤
者
非
扶
黙
閑
堂
也
。
謂
美
普
都
忘
減
情
、
復
性
自
然
、
民
任
其
能
、
物
安
其
分
、
上
下
無
擾
故
也
。
(
司
老
子
』
二
章
注
)
赤
子
未
知
喜
悠
、
而
拳
握
至
堅
者
、
其
翼
性
専
一
故
也
。
政
者
赤
子
之
44 
命
源
也
。
赤
子
情
欲
未
萌
、
陽
徳
自
動
者
、
異
精
之
気
、
運
行
之
所
至
也
。
以
況
至
人
鹿
心
無
情
、
気
運
自
動
而
諸
欲
莫
干
也
。
(
同
・
五
五
章
注
)
か
く
し
て
、
こ
の
否
定
さ
れ
る
べ
き
作
用
を
、
作
用
が
起
こ
る
前
向
状
態
で
あ
る
「
性
」
へ
と
も
ど
し
て
や
る
こ
と
、
夫
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
人
の
工
若
乃
人
君
見
外
物
、
而
無
可
尚
愛
欲
之
心
者
、
是
不
篤
色
塵
所
染
乱
、
則
性
原
清
静
、
悟
櫓
而
復
其
箕
一
失
。
人
君
能
守
子
興
一
、
則
使
民
心
不
乱
、
而
淳
朴
之
風
可
致
失
。
(
同
・
三
章
注
)
外
物
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
「
性
原
」
は
清
浄
と
な
り
、
本
来
的
在
り
方
で
あ
る
、
「
民
ご
へ
と
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
々
な
作
用
態
と
し
て
の
「
情
い
を
生
み
出
す
本
体
と
し
て
の
「
性
」
は
、
『
荘
子
』
が
言
、
っ
真
君
で
あ
り
、
そ
れ
は
正
し
い
在
り
方
に
在
れ
ば
、
肉
体
を
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
真
宰
と
も
言
わ
れ
る
。
象
者
気
象
、
物
者
神
物
。
即
壮
子
之
所
謂
虞
君
、
今
之
所
謂
性
者
也
。
(
同
・
二
一
章
注
)
一
者
元
気
也
。
元
気
矯
大
道
之
子
、
神
明
之
母
、
太
和
之
宗
、
天
地
之
祖
。
結
潟
霊
物
、
散
潟
光
熔
。
在
陰
則
奥
陰
同
徳
、
在
陽
則
典
陽
同
波
。
居
玉
京
而
不
清
、
鹿
瓦
時
四
而
不
潤
、
上
下
無
常
、
古
今
不
二
、
故
日
一
也
。
議
乎
心
内
、
則
日
霊
府
、
升
之
心
上
、
則
臼
霊
畳
。
寂
然
不
動
、
則
謂
之
民
君
。
制
御
形
掘
、
則
謂
之
民
宰
。
巻
之
則
隠
入
者
殿
、
針
之
則
充
塞
太
空
。
(
同
・
=
一
九
章
注
)
こ
こ
に
は
、
人
に
於
い
て
も
無
が
有
を
統
御
す
る
と
い
う
関
係
の
有
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
人
の
在
る
べ
き
在
り
方
は
そ
の
虚
寂
で
あ
る
本
体
「
性
」
へ
と
復
帰
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
又
、
道
の
本
体
と
作
用
と
の
関
係
を
人
が
正
し
く
体
得
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
道
潟
民
精
之
種
、
一
筋
妙
物
之
用
、
既
得
道
也
、
以
知
妙
用
、
組
用
相
須
、
官
跨
虚
極
也
。
既
知
妙
物
之
用
、
復
守
民
精
之
値
、
世
用
実
一
、
感
感
不
窮
、
然
後
可
以
無
矯
而
無
不
属
、
故
没
身
不
殆
失
。
(
同
・
五
二
章
注
)
もこ
言う
わし
れ【た
るE本
。体
復
帰
し
た
状
態
は
亦
た
「
守
天
理
」
「
全
異
」
等
と
是
以
有
徳
者
、
内
守
天
理
、
外
修
人
事
。
然
後
位
業
可
得
而
進
退
、
出
庭
在
我
、
可
以
反
要
妙
而
語
極
致
也
。
(
『
荘
子
』
秋
水
注
)
赤
子
以
和
全
百
県
、
至
人
知
和
鶏
貴
。
故
用
之
潟
常
道
、
知
常
不
艶
守
之
。
自
明
此
含
徳
之
厚
者
也
。
(
『
老
子
』
五
五
章
注
)
一
方
、
人
聞
の
肉
体
は
「
常
道
」
に
源
を
発
す
る
気
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
肉
体
を
理
想
的
状
態
へ
と
も
っ
て
い
く
為
に
は
、
気
を
正
し
く
運
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
上
言
谷
神
不
死
者
、
脱
人
養
神
之
理
。
此
日
玄
牝
之
門
者
、
示
人
錬
形
之
術
也
。
故
形
神
倶
妙
者
、
方
典
道
同
也
。
:
・
夫
養
神
則
深
妙
冥
極
、
清
静
虚
空
、
師
胴
師
相
若
存
、
感
物
而
起
、
無
有
絶
時
。
錬
形
則
呼
吸
太
和
、
導
接
血
気
、
飲
難
終
之
泉
、
岨
延
年
之
草
、
使
其
支
節
宣
暢
、
而
不
勤
労
。
此
方
可
奥
天
地
同
根
、
衆
妙
共
門
也
。
(
『
老
子
』
六
章
注
)
「
養
神
」
と
「
錬
形
」
と
は
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
欠
く
事
は
許
き
れ
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
を
修
め
る
為
に
は
、
そ
れ
に
執
着
し
て
は
な
ら
ず
、
上
記
の
如
き
「
有
篤
市
不
滞
」
と
い
う
心
の
状
態
が
前
提
と
さ
れ
る
。
形
持
精
用
、
越
分
而
傷
性
故
也
。
水
性
不
雑
則
清
、
英
動
則
平
。
身
中
真
水
亦
知
之
。
若
純
粋
静
一
、
動
合
天
理
、
践
不
錬
形
、
而
神
己
王
失
。
・
:
善
養
素
者
、
守
保
神
集
。
故
能
混
合
実
一
、
通
乎
天
理
失
。
・
:
質
不
矯
塵
染
、
則
索
神
不
盛
岡
事
境
、
則
純
程
備
純
素
、
非
同
県
而
何
。
(
『
荘
子
』
刻
意
注
)
こ
こ
で
は
「
素
」
「
素
神
」
と
言
わ
れ
る
生
れ
な
が
ら
の
資
質
を
養
j
う
こ
と
が
第
一
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
神
気
」
を
「
守
保
」
す
る
と
い
う
手
段
に
由
る
の
だ
が
、
そ
の
為
に
は
「
純
料
静
一
」
で
仙
あ
る
事
が
重
要
と
さ
れ
る
。
こ
の
考
え
を
陳
景
元
は
更
に
推
し
進
め
、
開
形
を
養
う
よ
り
も
心
を
養
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
的-E 
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悟
常
道
者
、
神
勢
無
方
、
性
無
所
不
通
、
気
無
所
不
問
。
不
知
寓
物
之
篤
我
、
我
之
矯
寓
物
。
故
能
踏
水
火
、
貫
金
石
、
反
山
川
、
移
城
邑
。
乗
虚
不
墜
、
潤
賞
不
獄
。
千
刷
費
高
化
、
不
可
窮
極
。
此
神
合
常
道
者
也
。
其
次
則
統
質
不
衰
、
顔
如
虚
子
、
住
世
千
載
、
歌
而
上
仙
。
此
形
同
常
道
者
也
。
其
次
則
語
黙
有
法
、
出
慮
合
時
、
動
奥
陽
同
波
、
光
而
不
曜
、
静
典
陰
同
徳
、
用
晦
雨
明
、
世
累
莫
干
、
而
身
無
品
官
。
此
能
用
常
道
者
也
。
(
『
老
子
』
一
六
章
)
こ
こ
に
は
、
道
を
悟
っ
て
万
物
と
一
体
と
な
る
の
が
最
高
で
あ
り
、
肉
体
が
道
と
合
し
て
一
体
と
な
る
の
は
其
の
次
で
あ
り
、
手
段
と
し
て
道
を
運
用
す
る
の
は
最
低
で
あ
る
と
す
る
、
得
道
に
関
す
る
陳
景
元
の
価
値
評
価
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
動
心
則
真
水
失
照
、
慕
高
則
至
理
有
帯
。
急
欲
反
本
、
妙
道
己
喪
失
。
彼
無
不
聴
、
故
知
不
能
符
。
彼
無
不
明
、
故
視
不
能
偶
。
彼
無
不
縛
、
放
説
不
能
契
。
象
岡
悦
惚
也
。
人
無
心
而
合
道
、
道
無
心
而
合
人
。
亦
強
云
得
之
耳
。
(
『
荘
子
』
天
地
注
)
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
「
純
粋
静
一
」
な
る
状
態
は
強
制
・
努
力
し
て
そ
こ
に
至
る
の
で
は
な
く
、
無
為
自
然
に
至
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
無
理
に
そ
の
本
来
性
に
復
帰
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
心
は
本
来
の
輝
き
を
う
し
な
っ
て
し
ま
う
。
「
純
粋
静
一
」
に
な
る
と
い
う
工
夫
を
人
が
無
心
に
為
し
得
る
時
、
人
の
有
為
は
有
為
の
ま
ま
で
、
い
さ
さ
か
の
滞
り
も
な
く
な
り
、
道
内
働
き
と
し
て
の
気
を
十
分
に
巡
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
陳
景
元
は
、
種
々
様
々
の
方
法
を
こ
と
さ
ら
に
実
践
し
て
目
的
を
達
成
す
べ
き
だ
と
す
る
旧
来
的
道
術
は
枝
葉
末
節
だ
と
批
判
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『
纂
微
篇
』
の
序
文
に
明
確
で
あ
ろ
う
。
若
九
丹
八
石
、
玉
醒
金
液
、
存
民
守
元
、
思
神
歴
議
、
行
気
錬
形
、
消
災
醇
悪
、
治
鬼
養
性
、
絶
穀
礎
化
、
歌
国
教
戒
、
役
使
鬼
魁
、
皆
老
子
所
経
歴
救
世
之
術
、
非
至
極
者
也
ロ
無
為
な
る
本
体
で
あ
る
「
常
道
」
、
そ
の
作
用
態
と
し
て
の
必
道
」
、
つ
ま
り
気
、
そ
れ
に
依
っ
て
生
じ
た
有
為
な
る
存
在
と
し
て
の
人
。
そ
の
人
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
自
体
に
本
体
と
作
用
と
の
関
係
が
あ
り
、
作
用
の
中
に
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
「
情
」
「
欲
」
が
有
る
。
人
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
「
情
」
「
欲
」
作
用
を
作
用
の
中
か
ら
損
し
て
い
き
、
本
体
な
る
寸
性
」
の
状
態
へ
と
復
帰
す
る
こ
と
で
、
道
的
本
体
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
が
亦
た
、
気
を
正
し
く
巡
ら
す
こ
と
に
不
可
欠
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
=
一
、
「
旧
説
」
「
今
解
」
に
つ
い
て
前
節
で
検
討
し
た
陳
景
元
の
基
本
思
想
を
踏
ま
え
、
此
節
で
は
陳
景
元
町
吋
旧
説
」
「
今
怖
い
と
い
う
見
解
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
既
に
述
べ
た
知
く
、
陳
景
元
が
「
旧
説
」
と
称
し
た
『
道
徳
経
』
解
釈
は
、
唐
玄
宗
の
『
唐
玄
宗
御
製
道
徳
真
経
疏
』
(
六
七
八
)
を
中
心
と
す
る
、
唐
以
前
向
『
道
徳
経
』
解
釈
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
「
旧
説
」
に
対
す
る
陳
景
元
町
態
度
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
以
下
順
を
追
っ
て
見
て
い
ふ
刊
。
「
載
営
塊
抱
一
、
能
無
離
乎
」
で
は
、
「
旧
説
」
が
陽
精
・
陰
霊
を
保
ち
、
気
を
維
持
す
る
と
い
う
道
術
の
具
体
的
方
法
を
力
説
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
今
解
」
で
は
、
人
欲
抱
一
之
術
、
賞
令
心
無
散
離
。
若
無
散
離
者
、
即
是
釆
載
魂
腕
、 「
可
抱
守
純
一
之
道
也
。
と
言
い
、
心
を
散
漫
に
す
る
こ
と
な
く
、
統
一
し
て
い
く
事
を
重
視
し
、
魂
暁
町
維
持
に
つ
い
て
は
、
心
の
統
一
の
結
果
に
伴
う
も
の
で
し
か
な
い
と
し
て
い
る
。
「
専
集
致
柔
、
能
如
嬰
児
乎
」
で
は
、
「
旧
説
」
が
専
一
に
「
沖
和
之
妙
気
」
を
養
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
に
対
し
、
「
今
解
」
で
は
、
能
知
嬰
児
乎
者
、
言
、
人
欲
専
幅
削
致
柔
之
術
、
嘗
如
嬰
児
純
和
。
若
能
如
嬰
児
純
和
、
即
是
専
白
黒
致
柔
之
術
也
。
と
言
い
、
嬰
児
の
様
な
純
和
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
第
一
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
専
気
致
柔
之
術
」
を
も
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
以
上
の
二
箇
所
の
「
今
解
」
は
、
既
に
見
た
『
老
子
』
五
五
章
の
注
「
赤
子
未
知
喜
怒
、
而
拳
握
至
堅
者
、
其
異
性
専
一
故
也
。
峻
者
赤
子
之
命
源
也
。
赤
子
情
欲
未
萌
、
陽
徳
自
動
者
、
民
精
之
気
、
運
行
之
所
至
也
。
以
況
至
人
虚
心
無
情
、
気
運
自
動
而
諸
欲
莫
干
也
口
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
赤
子
は
「
情
欲
」
が
未
だ
生
じ
て
お
ら
ず
、
本
来
の
「
異
性
」
が
純
粋
の
状
態
に
あ
る
こ
と
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
巡
ら
さ
れ
る
の
は
「
異
精
之
気
」
の
み
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
肉
体
も
最
良
の
状
態
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
至
人
」
に
近
い
状
態
で
あ
り
、
「
至
人
」
は
「
虚
心
無
情
」
で
あ
る
た
め
、
本
来
的
気
が
自
在
に
巡
り
、
「
情
欲
」
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
機
除
玄
覧
、
能
無
痕
子
」
で
は
、
「
旧
説
」
が
「
五
情
」
を
「
除
造
」
す
る
と
い
う
方
法
で
心
を
洗
え
ば
、
「
取
病
」
が
生
じ
る
こ
と
は
無
い
と
し
て
、
「
修
心
」
の
具
体
的
方
法
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
今
解
」
で
は
人
欲
洗
心
除
垢
、
冥
察
内
外
之
事
、
能
自
省
己
婦
、
無
杭
破
之
病
、
即
機
除
玄
覧
之
法
也
。
と
、
自
分
自
身
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
外
界
と
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
れ
ば
、
「
殺
病
」
な
ど
最
初
か
ら
存
在
し
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
で
あ
ろ
う
、
こ
の
こ
と
が
「
機
除
玄
覧
」
に
他
な
ら
な
い
と
し
、
「
修
心
」
の
具
体
的
方
法
で
あ
る
「
除
遺
五
情
」
的
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
一
歩
突
っ
込
ん
で
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
十
三
章
注
「
若
能
外
其
身
、
不
以
身
鵠
身
、
忘
其
心
、
不
以
心
局
心
、
実
子
造
化
、
同
子
高
物
」
な
ど
に
窺
え
る
、
何
者
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
心
身
の
状
態
を
最
善
と
す
配
る
立
場
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
「
愛
民
治
圏
、
能
無
馬
子
」
で
は
、
「
旧
説
」
が
、
重
い
賦
役
を
課
仙
し
て
民
を
害
な
う
ニ
と
を
止
め
、
農
業
に
務
的
、
煩
墳
な
改
治
を
行
脚
な
わ
な
い
と
い
う
、
政
治
的
場
に
お
け
る
無
為
の
化
を
述
べ
て
い
る
耐
の
に
対
し
て
、
「
今
解
」
で
は
、
景
人
君
欲
愛
養
高
民
、
令
不
傷
天
性
、
治
園
務
廃
、
使
無
繁
細
、
嘗
能
清
引
静
無
局
、
即
是
愛
民
治
園
之
術
也
。
械
と
、
万
民
を
愛
し
、
其
の
本
性
を
害
な
わ
ず
、
農
業
を
重
視
し
、
煩
7
墳
な
政
治
を
行
な
わ
な
い
為
に
は
、
君
主
自
身
が
「
清
浄
無
鴛
」
と
4
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
「
旧
説
」
が
具
体
的
な
無
為
的
化
を
説
く
に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
今
解
」
で
は
、
為
的
化
の
前
提
と
な
る
君
主
自
身
内
無
為
の
必
要
性
を
、
込
ん
で
解
釈
し
て
い
る
。
「
天
門
開
閣
、
能
矯
雌
子
」
で
は
、
「
旧
説
」
が
、
「
天
門
」
「
北
極
」
町
「
紫
微
宮
内
門
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
開
閉
す
る
こ
と
で
四
時
が
巡
る
の
だ
と
し
、
又
、
身
体
論
に
つ
い
て
言
、
え
ば
、
「
天
門
」
は
鼻
口
で
あ
っ
て
、
其
の
開
聞
が
呼
吸
に
他
な
ら
な
い
と
し
、
暦
数
と
養
生
の
二
本
立
て
で
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
今
解
」
斗。、
具
体
的
無
一
歩
突
っ
と
は
天
門
開
聞
休
王
者
、
乃
暦
数
之
常
、
唯
能
雌
静
謙
下
、
故
陰
陽
不
能
移
、
寒
暑
不
能
饗
也
。
と
し
て
、
「
旧
説
」
の
内
の
養
生
に
関
す
る
部
分
を
削
除
し
、
「
雌
静
謙
下
」
で
あ
る
こ
と
を
説
く
部
分
だ
け
を
採
用
し
て
い
る
。
「
明
白
四
達
、
能
無
知
乎
」
の
「
旧
説
」
が
、
治
身
者
・
治
国
者
が
海
内
に
達
す
る
程
の
聡
明
さ
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
聡
明
き
を
民
百
姓
に
知
ら
し
め
な
い
こ
と
が
有
道
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
、
政
治
の
手
段
と
し
て
道
を
用
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
立
場
は
、
『
老
子
』
一
六
章
の
注
で
既
に
見
た
如
〈
、
陳
景
元
が
最
も
レ
ヴ
ェ
ル
が
低
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
此
れ
に
対
し
て
「
今
解
」
は
欲
得
智
慧
明
白
、
四
達
天
下
者
、
先
須
収
視
反
聴
、
常
守
無
知
、
即
是
明
白
四
達
之
原
也
。
と
、
君
主
が
視
覚
・
聴
覚
に
基
づ
く
欲
望
を
制
御
し
、
賢
し
ら
な
知
川
崎
恵
を
捨
て
去
り
、
常
に
無
知
な
る
者
の
知
〈
純
一
で
あ
れ
ば
、
自
ず
と
四
方
に
明
ら
か
に
達
し
得
る
と
し
て
、
君
主
自
身
の
心
の
問
題
だ
と
し
て
い
る
。
以
上
、
数
例
で
は
あ
る
が
、
陳
景
一
元
は
、
養
気
等
を
述
べ
る
説
、
或
い
は
心
の
在
り
方
か
ら
離
れ
て
、
些
一
末
な
技
術
と
し
て
の
政
治
手
段
の
み
を
論
ず
る
説
を
「
旧
説
」
と
し
、
そ
れ
ら
は
二
次
的
な
も
の
で
し
か
な
い
と
し
、
そ
れ
よ
り
も
、
「
心
」
に
関
わ
る
面
を
重
視
す
べ
き
だ
と
し
て
「
今
解
」
を
提
示
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
様
に
「
旧
説
」
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
取
っ
て
い
る
陳
景
元
な
の
だ
が
、
で
は
、
「
旧
説
」
と
定
義
し
た
『
道
徳
経
』
の
理
解
の
全
て
を
陳
景
元
は
退
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
十
七
章
「
功
成
事
遂
、
百
姓
謂
我
自
然
」
に
関
す
る
「
旧
説
」
は
不
適
切
で
あ
る
と
し
て
退
け
、
又
、
七
十
九
章
「
故
有
徳
司
契
、
無
徳
司
徹
」
で
は
、
「
旧
説
」
と
杜
光
庭
内
説
と
を
比
較
し
て
、
社
光
庭
の
理
解
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
又
同
時
に
「
旧
説
」
を
彼
は
そ
の
注
釈
の
あ
ち
こ
ち
で
そ
の
ま
ま
支
持
す
る
形
で
も
引
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
「
旧
説
」
の
中
核
と
な
る
玄
宗
の
注
疏
を
各
所
で
全
面
的
に
支
持
す
る
形
で
も
引
用
し
て
い
訂
F
こ
れ
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
注
釈
の
引
用
文
を
見
る
と
、
あ
る
種
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
兼
忘
」
「
無
矯
」
「
謙
下
」
「
不
馬
事
」
等
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
心
を
制
御
す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
更
に
そ
の
上
で
、
そ
う
し
た
心
に
基
づ
い
て
処
世
町
方
法
を
説
く
と
い
う
も
の
の
様
で
あ
る
。
玄
宗
以
前
の
注
釈
は
、
陳
景
元
に
と
っ
て
「
旧
説
」
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
旧
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
自
己
の
関
心
を
も
っ
て
判
断
し
、
是
と
せ
ら
れ
る
も
の
に
就
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
非
と
せ
ら
れ
る
も
の
に
就
い
て
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
自
説
を
並
記
す
る
と
い
う
、
内
容
自
体
に
即
し
た
柔
軟
な
理
解
を
陳
景
元
は
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
周
到
な
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
l
ク
に
基
づ
い
た
上
で
、
形
を
養
う
こ
と
よ
り
も
心
を
養
う
こ
と
を
重
視
す
る
と
い
う
判
断
基
準
を
立
て
『
道
徳
経
』
を
解
釈
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
彼
の
立
場
が
有
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
陳
景
元
町
立
場
は
、
の
・
中
で
彼
の
師
で
あ
る
張
無
夢
が
『
鴻
滋
篇』
心
無
需
則
気
和
、
気
和
則
高
賓
結
失
。
心
有
馬
則
気
乱
、
気
乱
則
英
華
散
失
。
(
『
道
植
』
巻
一
三
所
引
・
張
無
夢
「
鴻
濠
篇
」
)
と
、
内
丹
に
先
立
つ
心
の
無
為
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
又
、
張
無
夢
の
師
に
当
た
る
陳
持
が
我
向
年
入
道
、
並
未
曾
究
心
於
升
降
水
火
之
法
、
不
過
特
定
心
印
鑑
、
存
無
守
有
四
字
、
有
無
二
字
、
包
括
陰
陽
雨
個
字
。
無
者
太
極
未
判
之
時
、
一
黙
太
虚
霊
気
、
所
謂
楓
之
不
見
、
聴
之
不
聞
、
是
也
。
這
貼
霊
気
、
貫
入
於
心
、
則
日
鮮
民
、
流
入
於
牝
、
則
日
牝
盤
、
全
在
我
心
、
承
受
不
可
増
損
ロ
如
何
謂
之
増
。
増
者
妄
意
坐
玄
虚
事
存
想
、
使
這
鮎
霊
光
漸
染
成
墨
、
不
見
本
来
綿
、
使
立
功
行
善
也
。
不
能
補
還
先
天
真
集
失
。
損
者
心
本
静
也
。
念
以
牽
之
、
使
心
揺
抽
出
、
而
不
能
成
其
民
腎
本
滋
也
。
欲
以
耗
之
、
使
腎
枯
渇
而
不
能
廊
其
盤
。
所
以
説
個
存
字
、
以
養
之
ロ
(
新
文
堂
出
版
公
司
刊
『
道
磁
輯
要
』
第
一
一
一
冊
『
玉
詮
』
巻
五
)
と
、
内
丹
の
基
本
は
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
リ
、
意
識
を
働
か
せ
て
は
い
け
な
い
、
其
の
自
然
に
従
っ
て
、
意
識
を
「
増
減
」
さ
せ
る
こ
と
な
く
工
夫
し
て
い
け
、
と
主
張
す
る
の
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
更
に
は
、
陳
景
元
が
集
注
を
編
纂
し
た
六
朝
期
の
道
典
も
、
自
然
、
虚
無
、
清
浄
、
空
な
ど
を
力
説
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
重
視
す
る
人
々
が
又
こ
れ
ら
の
道
典
を
重
用
し
て
き
た
と
い
)
う
こ
と
と
も
不
可
分
で
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
道
典
へ
陳
景
元
を
引
回
出
き
付
け
た
の
も
彼
の
こ
う
し
た
基
本
的
な
立
場
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。
碧虚子陳景元町思想(山
きと張の
い無系碧
張う夢譜虚
無系↓に子結
夢譜陳出・語
↓が景〈陳に
陳『元わ景代
旦嘉とす元え
を定ぃ。のて
花示ぅー師|
と城系つ弟陳
い志諮は関景
つ』、で既係元
系『あにをの
譜 宋る本追伝
が詩。論い記
、紀この措ト
ES事れ胃け
抗1』は頭て
のな、でい
『ど|球述〈
道か持べと
徳ら↓た
真確張 E車、二
経認無 持種
雑で夢↓類
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説
』
巻
上
に
引
用
さ
れ
て
い
る
陳
景
元
作
『
高
道
惇
』
、
コ
歴
世
真
仙
桂
道
通
鑑
』
巻
四
九
の
陳
景
元
の
項
、
『
道
徳
真
経
雑
説
』
の
陳
景
元
の
項
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
史
実
と
認
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
系
譜
は
繰
り
返
す
迄
も
な
く
、
内
丹
の
術
を
代
々
伝
え
て
き
た
系
譜
で
あ
る
。
既
に
見
た
如
く
、
陳
景
元
は
「
養
心
」
を
第
一
義
と
し
て
い
た
が
、
J
夜
、
心
」
を
踏
ま
え
た
上
で
の
「
養
気
」
を
も
主
張
し
て
い
た
訳
で
あ
り
、
内
丹
派
の
道
士
と
し
て
の
面
白
悶
如
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
此
れ
に
対
し
、
現
行
『
道
寂
』
に
は
、
『
道
蔵
目
録
詳
注
』
な
ど
で
陳
景
元
の
作
と
さ
れ
て
い
る
『
碧
虚
子
親
侍
直
指
』
(
二
四
こ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
僕
自
幼
華
道
、
弱
冠
棄
家
、
遍
歴
江
湖
、
求
恭
道
徳
。
諦
祖
師
張
紫
陽
以
来
、
諸
先
生
丹
経
、
詞
曲
博
記
、
熱
研
精
思
、
尋
文
求
義
、
又
遍
恭
道
契
高
士
、
窮
歴
大
道
之
要
。
後
遊
諸
名
山
大
川
、
洞
府
福
地
、
樽
求
石
壁
碑
記
。
晩
遇
海
攻
先
生
、
授
以
大
道
之
要
、
又
遇
安
然
居
士
、
於
朱
陵
洞
天
、
作
諸
章
以
相
胎
、
始
得
海
漫
之
妙
旨
也
。
乃
知
少
年
之
磐
所
求
所
問
所
見
、
倶
鶴
屋
下
架
屋
、
技
上
接
枝
、
殊
不
知
屋
使
是
屋
、
校
便
是
枝
。
此
事
只
在
眼
前
、
何
必
遠
求
。
今
授
干
子
、
子
可
因
文
解
意
、
猛
省
用
功
、
不
必
狐
疑
、
道
在
其
中
失
。
張
紫
陽
つ
ま
り
紫
陽
真
人
・
張
伯
端
以
来
の
内
丹
関
係
の
書
物
を
独
自
に
探
求
し
、
晩
年
に
至
っ
て
海
攻
先
生
、
安
然
居
士
に
競
い
て
学
ん
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
M
V
一
般
に
両
宋
の
道
教
史
を
通
じ
て
、
「
海
攻
先
生
」
と
言
え
ば
、
南
宋
の
白
玉
場
(
海
理
)
を
指
す
と
思
50 
いわ
。 れ
る
カず
こ
れ
で
は
陳
景
元
と
の
師
弟
関
係
は
成
立
し
ょ
う
が
な
そ
し
て
、
更
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
師
弟
関
係
の
背
後
に
は
、
南
宗
の
系
譜
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
南
宗
の
系
譜
と
言
う
時
、
倒
操
↓
張
伯
端
↓
石
泰
↓
蒔
道
光
↓
陳
楠
↓
白
玉
婚
↓
彰
相
と
い
う
も
の
を
指
す
が
、
既
に
先
達
の
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
同
v
こ
の
系
譜
も
事
実
と
し
て
存
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
後
代
、
白
玉
鳴
が
作
り
上
げ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
劉
操
↓
張
伯
端
:
↓
白
玉
婚
と
い
う
系
譜
が
成
立
す
る
に
は
、
白
玉
婚
の
登
場
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
『
親
侍
直
旨
』
が
陳
景
元
自
身
内
作
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
南
宋
に
至
っ
て
か
ら
陳
景
元
に
仮
託
さ
れ
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
南
宋
に
「
碧
虚
子
」
と
い
う
同
号
の
者
が
存
在
し
『
親
停
【
nv
直
旨
』
を
著
わ
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
十
。
前
者
な
ら
ば
、
南
宋
に
至
っ
て
南
宗
の
系
譜
の
上
に
隙
景
元
を
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
だ
と
し
て
も
、
北
宋
に
於
い
て
相
当
程
度
影
響
力
的
有
っ
た
陳
景
元
と
同
号
を
称
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
こ
う
し
た
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
言
及
し
た
ご
と
く
、
陳
景
元
町
『
纂
微
篇
』
は
『
道
徳
経
』
の
解
釈
と
し
て
後
代
に
与
え
た
影
響
力
に
は
相
当
な
も
の
が
あ
り
、
又
、
陳
景
元
は
照
寧
六
年
(
一
O
七
三
)
に
帝
に
謁
見
す
る
な
ど
、
政
治
の
場
面
で
の
活
躍
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
北
宋
の
道
教
界
に
於
い
て
影
響
力
の
有
っ
た
陳
景
元
が
南
宗
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
更
に
、
『
親
侍
直
旨
』
に
関
わ
る
記
述
を
見
て
み
る
と
、
の
内
丹
但
和
淡
温
熱
者
矯
佳
、
必
須
率
性
依
時
合
集
、
賞
以
玄
虚
矯
城
、
情
淡
矯
城
、
太
和
嬬
室
、
寂
然
矯
日
月
、
去
其
妄
心
、
存
其
異
心
。
:
此
首
尾
用
工
之
説
、
皆
是
自
然
而
然
者
、
不
仮
人
力
強
馬
妄
想
。
な
ど
、
内
丹
に
お
け
る
気
的
巡
り
の
前
提
と
し
て
、
無
為
、
自
然
、
或
い
は
虚
無
と
い
っ
た
心
円
状
態
が
必
須
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
親
侍
直
旨
』
が
依
拠
し
た
で
あ
ろ
う
『
金
賀
内
煉
丹
訣
』
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
M
F
こ
の
両
経
典
は
正
し
く
傾
向
を
お
な
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
理
解
は
す
で
に
検
討
し
た
陳
景
元
自
身
の
基
本
思
想
に
合
致
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
内
丹
に
於
い
て
、
具
代
的
に
気
を
巡
ら
す
以
前
の
段
階
と
し
て
心
身
の
静
寂
と
い
う
も
の
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
陳
景
元
町
思
想
は
こ
う
し
た
内
丹
の
基
本
段
階
に
対
し
て
理
論
的
根
拠
を
与
え
得
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
又
そ
れ
は
、
陳
景
元
町
師
匠
筋
に
当
た
る
陳
樽
か
ら
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
陳
持
は
北
宋
に
お
け
る
道
学
と
の
つ
な
が
り
か
ら
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
人
物
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
情
も
手
伝
っ
て
、
陳
景
元
は
南
宗
に
よ
っ
て
重
要
視
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
道
典
を
見
つ
め
る
時
の
陳
景
元
の
視
線
は
唐
以
前
へ
と
向
い
て
い
あ
る
い
は
そ
れ
は
五
代
と
い
う
混
乱
の
時
代
に
乱
れ
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
る
道
典
に
接
す
る
時
に
生
ヒ
る
懐
古
の
情
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
陳
景
元
の
道
典
解
釈
は
、
唐
代
か
ら
の
流
れ
の
上
に
き
ち
ん
と
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
又
、
南
宋
に
至
っ
て
、
全
真
教
と
い
う
宗
派
が
一
応
の
確
立
を
見
た
後
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
意
識
か
ら
南
宗
と
い
う
も
の
が
形
を
整
え
て
く
る
と
、
こ
の
宗
派
か
ら
陳
景
元
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
陳
景
元
を
軸
と
し
て
唐
代
以
前
向
道
教
史
を
見
、
亦
た
、
南
宋
以
後
の
道
教
史
を
眺
め
る
と
き
、
彼
は
正
に
前
を
承
け
後
を
聞
く
位
置
に
存
在
す
る
懸
け
橋
と
な
っ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
よ
う
で
あ
る
。
回)
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(
1
)
『
朱
文
公
文
集
』
巻
八
三
「
政
道
士
陳
景
元
詩
」
(
2
)
以
下
、
『
道
蔵
』
番
号
は
『
道
癒
子
目
引
得
』
に
依
る
。
(
3
)
『
宣
和
書
譜
』
に
は
、
元
豊
六
年
(
一
O
八
三
)
に
陳
景
元
が
茅
山
へ
帰
る
時
的
二
人
の
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
王
安
石
が
老
荘
思
想
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
て
み
て
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
又
、
『
臨
川
先
生
文
集
』
巻
二
六
に
は
陳
景
元
が
元
裕
三
年
(
一
O
八
八
)
に
着
任
し
た
太
一
宮
に
関
す
る
一
文
「
代
陳
景
元
書
子
太
一
宮
道
院
壁
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
(
4
)
陳
景
元
町
生
涯
に
つ
い
て
は
、
蒙
文
通
「
陳
碧
虚
与
陳
樽
学
派
」
{
『
古
学
瓢
微
』
所
収
)
及
び
、
蒙
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
卿
希
泰
「
陳
景
元
的
宇
宙
観
和
治
身
治
国
的
理
論
」
(
『
中
国
道
教
思
想
史
綱
』
第
二
巻
所
収
)
に
詳
し
い
。
?
?
 
(
5
)
『
宋
史
』
芸
文
志
に
は
『
陳
景
元
・
道
徳
経
註
二
巻
』
、
『
碧
雲
子
・
老
碧虚子隙景元町思想(山51 
子
道
徳
経
由
融
室
纂
微
二
巻
、
不
知
名
』
と
あ
り
、
『
宜
和
書
譜
』
に
は
『
五
千
巻
』
、
『
註
道
徳
経
二
巻
へ
『
老
氏
擁
室
纂
微
二
巻
』
、
『
解
荘
子
十
巻
』
、
『
編
高
士
博
百
巻
』
、
『
文
集
二
十
巻
』
、
『
大
綱
真
経
音
義
』
、
『
柴
註
霊
買
度
人
経
』
と
あ
り
、
『
科
文
疏
』
に
は
、
『
蔵
室
轟
微
二
巻
』
、
『
南
華
経
章
句
七
巻
』
、
『
総
章
三
巻
』
、
『
抄
義
二
巻
へ
『
賀
謀
妙
義
三
一
巻
』
、
『
圃
解
一
巻
』
、
『
翼
民
検
後
義
一
巻
』
、
『
続
高
土
停
』
『
退
築
仰
』
、
『
集
三
註
通
玄
経
』
、
『
註
度
人
経
』
、
『
解
註
西
昇
経
』
な
ど
の
名
が
見
ら
札
、
宋
劉
元
道
的
『
無
量
度
人
上
品
妙
経
穿
通
図
』
(
一
四
八
)
は
陳
景
元
町
書
と
し
て
、
『
普
天
聖
位
李
思
聡
洞
淵
集
』
、
『
買
珠
妙
義
』
な
ど
の
名
を
挙
げ
、
現
行
『
道
戴
』
所
収
の
陳
景
元
作
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
真
作
で
あ
ろ
う
こ
と
は
は
ぽ
信
用
し
得
る
情
況
に
あ
る
.
先
的
朱
w
常
的
肱
は
朱
蕪
自
身
が
見
た
も
の
と
し
て
、
陳
景
元
町
筆
に
よ
る
『
相
鶴
経
』
町
名
を
挙
げ
て
お
り
、
『
臨
川
先
生
文
集
』
巻
七
O
に
は
「
相
鶴
経
」
な
る
一
文
が
有
り
、
そ
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
尚
、
『
宋
史
』
芸
文
志
向
挙
げ
る
『
陳
景
元
・
道
徳
経
註
二
巻
』
と
『
碧
雲
子
・
老
子
道
徳
経
議
室
纂
微
篇
』
と
が
別
物
で
あ
る
と
す
る
の
は
前
記
蒙
文
通
氏
の
論
文
で
あ
る
。
蒙
氏
は
、
諸
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る
陳
景
元
町
『
岩
子
』
注
と
、
現
行
司
道
議
』
所
収
の
『
道
徳
真
経
寂
室
纂
微
篇
』
と
の
聞
に
か
な
り
の
文
字
町
出
入
が
あ
る
と
し
て
、
現
行
『
道
徳
真
経
蔵
室
纂
微
篇
』
が
『
宋
史
』
芸
文
志
言
う
所
町
『
陳
景
-z
・
道
徳
経
註
二
巻
』
に
相
当
L
、
『
碧
雲
子
岩
子
道
徳
経
由
楓
室
纂
微
二
巻
、
不
知
名
』
と
あ
る
も
の
が
、
現
行
町
諸
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
真
の
『
道
徳
真
経
蔵
室
纂
微
篇
』
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
.
確
か
に
現
行
『
道
徳
真
経
義
室
纂
微
篇
』
と
諸
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
の
聞
に
は
字
句
町
出
入
が
あ
り
、
現
行
『
道
徳
真
経
由
賦
室
纂
微
篇
』
が
完
本
で
は
な
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
別
物
と
し
得
る
程
に
出
入
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
程
の
違
い
は
無
い
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
ろ
う
.
本
論
で
は
、
『
宋
史
』
芸
文
志
言
、
っ
と
こ
ろ
の
!i2 
『
陳
景
-z
・
道
徳
経
詮
ニ
巻
』
と
、
『
若
子
道
徳
真
経
議
室
纂
微
』
と
を
同
じ
も
の
と
し
、
そ
れ
が
現
行
『
道
徳
真
経
菰
室
纂
微
篇
』
に
他
な
b
な
い
と
し
た
。
(
6
)
注
(
5
)
劉
元
道
番
を
審
問
。
又
、
隙
景
一
花
と
『
度
人
経
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
制
引
成
順
「
霊
宝
続
的
研
究
」
{
『
束
押
忠
恕
研
究
』
別
問
、
一
九
四
九
)
を
事
照
。
(
7
)
福
引
康
順
氏
は
前
記
論
文
で
、
『
度
人
妙
続
四
注
』
が
諸
問
幽
桜
注
本
を
特
に
重
視
し
て
ほ
本
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
根
拠
の
無
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
又
『
西
昇
経
』
町
諸
本
に
関
し
て
は
、
藤
原
高
男
「
『
酋
昇
経
』
李
栄
注
」
{
『
香
川
大
学
一
般
教
育
研
究
』
二
三
)
、
前
田
繁
樹
1
『
老
子
商
昇
経
』
円
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」
(
山
村
女
子
矩
期
大
学
紀
要
創
刊
号
)
を
事
照
。
(
8
)
六
朝
か
ら
附
唐
に
か
け
て
経
理
さ
れ
た
こ
れ
ら
諸
概
念
的
道
教
思
想
史
上
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て
は
、
以
下
町
論
文
を
審
問
さ
れ
た
い
。
「
妙
本
」
「
本
体
論
L
、
麦
谷
邦
夫
「
唐
・
玄
宮
市
『
道
徳
真
経
』
注
疏
に
お
け
る
「
妙
本
」
に
つ
い
て
」
(
『
道
教
と
宗
教
文
化
』
一
九
八
七
所
収
)
。
砂
山
稔
「
成
主
英
町
思
想
に
つ
い
て
重
玄
と
無
為
を
中
心
と
し
て
」
(
『
日
本
守
同
学
会
報
』
第
一
一
一
二
集
J
後
に
『
附
唐
道
教
思
想
史
研
究
』
一
九
九
O
所
収
)
。
「
道
気
」
、
表
谷
邦
夫
「
『
老
子
想
爾
注
』
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
学
報
』
第
五
七
)
・
1
守
一
L
、
吉
岡
義
盟
「
道
教
的
守
一
思
想
」
(
司
道
教
と
仏
教
』
第
三
所
収
)
。
「
真
ご
、
拙
稿
「
道
教
「
真
一
」
思
想
探
源
」
(
一
九
九
O
、
七
、
中
国
湖
北
省
韮
堤
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
道
家
(
道
教
)
文
化
与
当
代
文
化
建
設
学
術
討
論
会
」
町
報
告
論
文
集
に
掲
載
予
定
)
。
(
9
)
以
下
、
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
『
老
子
』
の
注
は
『
纂
微
篇
』
か
ら
町
、
『
荘
子
』
の
注
は
『
義
海
纂
微
』
か
ら
の
引
用
文
と
す
る
。
(
叩
)
例
え
ば
「
夫
蹄
於
無
物
者
、
非
空
寂
之
甜
也
。
甜
於
無
形
状
之
中
而
能
造
一
切
形
服
、
於
無
物
象
之
中
而
能
化
一
切
物
象
。
欲
言
有
邪
、
而
不
見
其
形
、
是
即
有
而
無
也
。
欲
言
無
邪
、
而
物
由
之
以
成
、
是
即
無
而
有
也
U
(
『
老
子
』
一
回
章
注
)
同
様
に
、
本
体
と
作
用
と
の
関
係
を
有
無
相
即
円
形
で
理
解
す
る
の
が
陳
景
元
町
立
場
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
も
既
に
述
べ
た
如
く
、
唐
代
の
『
道
徳
経
』
解
釈
に
常
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
道
徳
真
経
玄
徳
纂
疏
』
所
引
同
章
辛
栄
注
「
自
寂
之
動
、
語
其
無
也
、
俄
然
而
有
。
議
漣
帰
本
、
言
其
有
也
、
忽
爾
而
無
」
な
ど
。
(
日
)
同
様
の
発
想
炉
、
王
安
石
及
び
王
雰
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
内
山
俊
彦
「
王
安
石
思
想
初
探
」
{
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十
九
集
)
及
び
拙
稿
「
王
雰
向
者
荘
解
釈
に
つ
い
て
」
{
『
東
方
学
』
第
位
輯
掲
載
予
定
)
を
参
照
。
(
ロ
)
紙
片
町
都
合
上
詳
論
は
割
霊
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
陳
景
元
町
「
天
理
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
大
ま
か
に
述
べ
て
お
こ
う
.
「
是
以
有
徳
者
、
内
守
天
理
、
外
修
人
事
、
然
後
位
業
可
得
而
進
退
、
出
産
在
我
、
可
以
反
要
妙
而
語
極
致
也
。
牛
馬
天
理
也
。
」
(
『
荘
子
』
秋
水
注
)
な
ど
を
見
る
と
、
陳
景
元
町
意
味
す
る
「
天
理
」
と
は
、
「
自
然
之
理
」
を
意
味
す
る
「
天
然
之
理
」
に
他
な
ら
ず
、
後
天
的
人
為
に
対
す
る
、
以
て
生
ま
れ
た
純
粋
町
本
来
性
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
『
礼
記
』
楽
記
篇
の
経
文
「
不
能
反
射
、
天
理
滅
失
」
、
郵
注
「
理
猶
性
也
」
、
正
義
的
「
人
初
生
、
未
有
情
欲
、
是
其
静
菓
於
自
然
、
是
天
性
也
。
i
恋
己
情
欲
、
不
能
自
反
禁
止
理
性
也
。
是
天
之
所
生
本
性
減
絶
失
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
天
か
ら
授
か
っ
た
、
「
情
欲
」
が
生
じ
る
以
前
向
以
て
生
ま
れ
た
本
性
を
「
天
理
」
と
言
う
の
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
.
1、
以
て
生
ま
れ
た
本
来
性
を
意
味
す
る
語
は
、
陳
景
元
町
場
合
「
天
理
」
に
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
世
俗
損
天
翼
、
以
務
外
弟
、
而
失
分
内
之
異
性
、
聖
人
守
自
然
而
不
胸
中
、
保
分
内
之
天
和
U
(
『
岩
子
』
六
四
章
注
)
と
、
「
天
異
」
、
「
異
性
」
、
「
天
和
」
な
ど
の
語
で
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
「
民
ご
も
同
様
の
事
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
こ
う
し
た
本
来
性
は
回)
「
馬
無
篤
、
猶
言
行
無
篤
ウ
立
埠
也
.
無
講
者
調
不
越
其
性
分
也
。
性
分
不
越
別
天
理
由
全
。
全
則
所
属
皆
無
需
也
。
」
{
同
三
章
注
)
と
、
「
無
為
之
道
」
と
い
う
手
段
を
用
い
る
こ
と
で
、
個
々
人
的
「
性
分
」
を
越
え
ず
、
「
自
然
」
に
任
せ
れ
ば
全
う
し
得
る
の
で
あ
る
.
陳
景
元
言
う
所
内
「
全
民
」
と
い
う
概
念
も
実
は
こ
の
本
来
性
を
「
全
」
う
す
る
こ
と
に
他
な
い
り
な
い
の
で
あ
る
.
「
凶
県
者
自
然
之
性
、
内
投
於
精
誠
、
外
感
於
天
人
、
其
用
於
人
理
也
。
:
民
者
天
性
日
(
『
荘
子
』
漁
夫
住
)
と
ゐ
る
「
全
」
の
対
象
は
正
し
く
こ
町
以
て
生
ま
れ
た
「
天
理
L
に
他
な
ら
な
い
.
こ
の
「
天
理
」
に
等
し
い
「
自
然
之
性
」
を
意
味
す
る
「
精
誠
」
な
る
語
は
、
本
体
と
し
て
の
「
道
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
陳
景
元
が
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
.
つ
ま
り
「
全
民
」
と
い
つ
こ
と
で
「
天
理
」
を
全
う
す
れ
ば
、
人
自
身
も
そ
の
本
来
性
に
復
帰
す
る
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
「
道
」
町
本
体
へ
と
復
帰
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
北
京
と
い
う
時
代
に
於
い
て
「
天
理
」
と
い
づ
こ
と
に
な
れ
ば
、
二
程
千
円
「
天
理
」
理
解
が
当
然
注
意
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
一
般
的
理
解
に
依
れ
ば
.
確
か
に
、
程
伊
川
町
様
に
、
「
天
理
」
は
内
在
す
る
道
理
で
あ
っ
て
、
思
い
に
邪
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
「
天
理
」
が
自
然
と
明
ら
か
に
主
り
、
そ
町
為
に
人
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
占
や
、
「
人
心
」
を
「
人
欲
」
の
こ
と
と
し
、
「
道
理
L
を
「
天
理
」
の
こ
と
と
し
て
、
「
天
理
」
の
実
現
の
為
に
「
人
欲
」
向
排
除
を
説
い
て
い
る
点
等
は
陳
景
元
と
共
通
町
基
盤
を
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
り
「
理
一
分
殊
」
説
の
如
く
、
人
を
含
む
世
聞
の
あ
り
ゆ
る
存
在
を
一
世
し
て
賞
〈
絶
対
的
真
理
と
い
つ
ほ
ど
の
意
味
合
い
は
隙
景
元
町
「
天
理
」
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
人
的
本
来
性
に
関
わ
る
概
土
に
止
ま
る
の
で
あ
り
、
万
物
を
一
貫
し
て
存
在
た
ら
し
め
て
い
る
も
町
と
し
て
は
、
陳
景
元
町
場
合
は
、
や
は
り
気
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
つ
で
あ
る
。
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(
日
)
宋
・
李
課
内
『
道
徳
其
経
取
普
聾
』
町
第
十
章
「
載
昔
塊
」
の
条
に
、
ー
留
説
皆
謂
、
昔
儒
魂
。
唯
元
滞
御
解
説
昔
需
止
L
と
李
震
自
身
内
注
が
有
る
。
『
纂
微
鰭
』
円
「
旧
説
」
が
十
章
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
『
老
子
』
十
章
に
関
し
て
は
、
宋
代
に
お
い
て
「
新
」
「
旧
」
と
い
う
捉
え
方
で
諸
説
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
札
る
。
(
U
)
以
下
比
較
の
為
に
、
「
旧
説
」
と
玄
宮
市
町
疏
及
び
そ
の
他
の
注
釈
の
代
表
的
な
も
の
を
並
記
す
る
.
十
章
「
載
管
暁
抱
一
、
能
無
離
干
」
旧
説
・
載
乗
也
、
昔
魂
也
。
又
調
管
護
陽
気
也
。
魂
局
陽
精
、
塊
矯
陰
盤
。
陽
精
喜
動
避
、
故
仙
普
有
拘
留
之
術
。
陰
璽
喜
浮
惑
、
故
世
書
有
制
伏
之
法
。
使
其
形
世
常
乗
載
陽
精
陰
盤
、
抱
守
太
和
純
一
之
集
、
令
無
欲
縦
、
永
保
長
年
失
。
夫
道
ゥ
~
抱
一
、
如
鑑
之
官
明
、
明
宣
離
鑑
乎
。
此
教
人
養
神
也
。
-
玄
疏
載
初
也
、
昔
護
也
。
・
故
令
昔
護
虚
瞬
、
使
復
陽
全
生
、
抱
守
淳
一
、
不
令
染
雑
、
無
離
身
干
。
則
生
全
臭
、
此
教
養
神
也。
「
事
気
致
菜
、
能
如
嬰
児
乎
」
・
旧
説
・
専
一
也
、
任
也
。
集
者
沖
和
妙
集
、
又
自
然
之
気
也
。
夫
人
卓
然
腐
化
、
葉
自
然
沖
和
妙
策
、
気
降
形
生
、
自
無
染
雑
。
若
乃
専
任
沖
妙
、
知
見
都
忘
、
気
自
純
和
、
形
自
柔
弱
、
不
馬
衆
悪
所
害
。
是
得
嬰
児
之
全
和
也
。
此
教
人
養
気
也
.
玄
疏
・
耳
、
専
一
也
。
集
、
沖
和
妙
集
也
。
人
之
受
生
、
沖
集
局
本
。
若
染
雑
鹿
境
、
則
沖
気
離
散
、
神
不
固
身
。
故
戒
令
専
一
沖
和
、
使
致
柔
弱
、
能
如
嬰
児
、
無
所
耽
著
乎
。
此
教
養
気
.
54 
「
搬
除
玄
覧
‘
能
無
抗
乎
」
・
旧
説
田
機
洗
也
。
除
遺
也
。
玄
覧
心
照
也
、
痕
破
病
也
。
人
古
洗
糠
塵
垢
、
除
遺
五
情
、
内
外
清
虚
、
心
照
商
事
、
報
抗
之
病
、
壁
然
不
生
。
此
教
人
修
心
也
.
・
玄
疏
・
機
洗
也
、
除
理
也
。
玄
覧
心
照
也
。
抗
病
也
。
人
之
枕
染
鴻
起
欲
心
、
止
富
須
洗
機
除
理
、
使
心
照
清
浄
、
霊
{
「
霊
」
、
『
玄
徳
纂
疏
』
『
庚
聖
義
』
所
引
玄
宗
疏
作
「
情
」
)
欲
不
起
、
能
令
無
抗
病
乎
。
此
教
糠
(
「
撒
」
、
同
作
「
修
」
)
心
也
。
「
霊
民
治
圏
、
能
無
偶
乎
」
・
旧
説
・
・
治
園
者
霊
民
如
赤
子
、
臨
政
不
可
苛
虐
、
賦
役
不
可
傷
性
、
務
農
簡
卒
、
使
民
各
遂
其
業
、
而
安
其
生
。
斯
無
鶴
之
化
也
。
・
玄
疏
目
重
民
者
、
使
之
不
暴
卒
役
之
不
傷
性
.
理
園
者
、
務
農
而
重
穀
、
事
簡
而
不
煩
。
則
人
安
其
生
、
不
言
而
化
也
。
此
無
矯
也
、
能
篤
之
干
。
「
天
門
間
関
、
能
詩
雌
乎
」
旧
説
・
天
門
者
北
極
紫
宮
之
門
也
。
天
有
北
極
星
、
在
紫
宮
之
内
。
宮
内
又
有
五
帝
、
迭
相
休
王
。
故
門
有
閑
閤
也
.
開
則
矯
泰
、
聞
則
潟
否
.
故
春
時
青
帝
門
閥
、
館
門
皆
閣
。
四
時
之
例
如
此
。
且
五
運
終
始
、
暦
敏
之
幽
耳
、
興
廃
不
常
。
唯
聖
人
知
天
知
命
、
常
守
雌
静
、
則
不
鶴
嬰
動
所
傾
。
故
、
氷
亨
元
吉
岡
也
。
或
以
治
身
論
者
、
天
門
謂
鼻
口
也
。
開
問
調
噛
息
呼
吸
也
。
言
、
人
雌
静
柔
和
、
則
気
息
深
遠
、
勝
腕
微
妙
、
致
其
精
神
悟
然
、
自
在
無
属
也
0
・
河
上
公
・
天
門
、
謂
北
極
紫
微
宮
、
開
問
、
調
終
始
五
際
也
。
治
身
、
天
門
調
鼻
孔
、
開
謂
端
息
、
間
調
呼
吸
也
。
「
明
白
四
達
、
能
無
知
乎
」
・
旧
説
・
・
明
詞
懇
照
也
。
治
身
者
雄
有
懇
照
之
心
、
聴
明
通
達
、
若
無
見
開
。
治
国
者
其
徳
明
白
加
日
月
之
照
四
遠
海
内
、
歯
塞
聴
蔽
明
、
能
如
無
知
。
使
天
下
百
姓
日
用
不
知
。
是
謂
有
道
。
・
玄
疏
・
帝
王
既
受
暦
数
、
臨
御
寓
方
、
若
能
守
雌
静
、
則
其
徳
明
白
如
日
之
照
四
遠
天
下
、
功
被
於
物
、
不
以
矯
功
。
所
謂
忘
功
若
無
知
者
、
故
云
能
無
知
乎
。
十
七
章
「
功
成
事
遂
、
百
姓
謂
我
自
然
」
旧
説
・
信
不
足
、
有
不
信
、
覆
稗
畏
之
侮
之
。
猶
其
貴
言
、
覆
縛
親
之
審
之
。
功
成
事
遂
、
百
姓
謂
我
自
然
、
覆
樺
太
上
下
知
有
之
。
・
玄
疏
:
此
覆
樗
畏
之
(
「
畏
之
」
、
同
作
「
侮
之
」
)
也
〔
信
不
足
、
有
不
信
・
注
〕
。
此
覆
婦
親
之
島
智
之
也
〔
猶
其
貴
言
注
〕
。
此
覆
釈
太
上
下
知
也
〔
功
成
事
進
、
百
姓
皆
謂
我
自
然
・
注
〕
.
二
十
六
章
「
奈
何
再
来
之
主
、
而
以
身
甑
天
下
、
軽
則
失
本
、
操
則
失
君
、
」
・
旧
説
・
:
人
君
寵
易
煩
擾
、
則
民
離
散
、
雑
県
局
臣
。
人
臣
飾
詐
干
様
、
牒
求
権
勢
、
坐
招
旗
濯
、
不
得
事
君
。
・
玄
疏
目
夫
君
多
軽
晶
、
必
煩
擾
、
煩
捷
則
人
散
、
誰
奥
篤
臣
。
故
云
、
軽
則
失
臣
、
此
戒
人
君
也
。
属
人
臣
者
、
嘗
量
能
受
爵
、
無
速
官
詩
。
若
矯
遮
千
棟
、
飾
詐
祈
条
、
蹴
求
若
斯
、
禍
敗
尋
至
、
坐
招
斌
雇
、
駕
得
事
君
。
故
云
、
燥
則
失
君
、
此
申
戒
人
臣
也
。
〔
軽
則
失
臣
、
蹴
則
失
君
・
注
〕
七
十
二
章
「
無
押
其
所
居
」
・
旧
説
・
神
所
居
者
心
也
。
人
昔
忘
情
去
欲
、
寛
柔
其
懐
、
使
霊
府
閑
珠
、
神
棲
於
心
、
身
乃
存
也
。
・
玄
疏
・
・
神
所
居
者
心
也
。
人
宮
忘
情
去
欲
、
寛
柔
其
懐
、
使
霊
府
隔
操
、
神
棲
於
心
、
身
乃
存
也
。
田)
「
無
敵
其
所
生
」
・
旧
説
:
身
所
生
者
神
也
。
人
由
神
而
生
、
所
生
詞
神
也
。
神
明
託
虚
好
婦
、
人
能
洗
心
息
慮
、
神
白
鴎
之
。
若
噌
欲
親
神
、
菅
駕
滑
性
、
則
神
』
拡
散
越
市
生
亡
。
故
勧
令
無
散
所
生
之
神
、
以
事
長
久
之
道
也
。
玄
疏
・
・
身
所
生
者
神
也
。
厭
悪
也
。
人
由
神
而
生
、
故
調
神
潟
所
生
也
。
神
明
託
虚
好
静
、
人
官
洗
心
息
車
、
神
自
錦
之
。
若
噌
欲
頬
神
、
菅
鶴
滑
性
、
則
精
気
散
越
、
(
『
蹟
聖
義
』
所
引
玄
宗
疏
有
「
散
越
」
)
則
生
忘
(
「
忘
」
、
『
玄
徳
纂
疏
』
所
引
玄
-
一
市
疏
作
「
亡
」
、
『
府
聖
義
』
所
引
玄
宗
疏
作
「
欲
」
可
故
勤
令
無
厭
、
所
生
之
神
、
以
存
長
久
之
道
。
こ
の
様
に
、
「
旧
説
」
の
内
容
が
、
玄
宗
円
疏
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
勿
論
、
玄
宗
の
疏
は
そ
れ
に
先
行
す
る
『
道
徳
経
』
の
諸
解
釈
を
踏
ま
え
た
も
何
で
あ
る
以
上
、
陳
景
一
百
が
玄
宗
以
前
向
注
を
「
旧
説
」
と
し
て
引
用
す
る
場
合
も
有
る
。
例
え
ば
、
十
章
「
搬
除
玄
覧
、
能
無
抗
干
」
町
注
は
、
成
主
英
町
「
糠
蕩
六
府
、
除
道
五
情
、
神
馬
鹿
玄
、
故
能
覧
察
妙
理
、
内
外
消
夷
、
而
無
抗
病
者
」
を
も
参
照
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
又
、
「
天
門
開
閥
、
能
潟
雌
乎
」
の
「
旧
説
」
は
河
上
公
注
を
踏
ま
え
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
又
逆
に
、
玄
宗
の
注
疏
を
継
承
し
敷
桁
し
た
と
す
る
社
光
庭
内
『
道
徳
真
経
廃
聖
義
』
の
解
釈
が
、
「
旧
説
」
の
中
に
含
ま
れ
る
可
能
性
も
無
い
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
霊
民
治
圏
、
能
無
錫
干
」
の
注
碧虚子陳景元町思想(山55 
は
『
虞
聖
義
』
町
「
生
民
者
国
之
本
也
、
無
為
者
道
之
化
也
、
以
無
為
之
化
、
霊
育
於
人
、
国
本
固
臭
、
政
車
而
苛
、
則
為
暴
也
、
賦
重
役
煩
、
則
傷
性
、
使
之
不
以
時
、
則
妨
農
也
、
」
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
七
十
九
章
町
注
で
、
社
光
庭
的
説
と
「
旧
説
」
と
を
対
比
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
般
的
に
は
、
杜
光
庭
内
説
は
「
旧
説
」
に
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
ほ
う
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
(
日
}
旧
説
的
原
文
は
前
注
を
事
照
さ
れ
た
い
。
(
時
)
例
え
ば
、
二
十
六
章
「
奈
何
万
乗
之
主
而
以
身
軽
天
下
、
軽
則
失
本
、
操
則
失
君
」
注
で
は
、
「
ニ
義
倶
通
」
と
し
て
「
旧
説
」
も
受
け
入
れ
て
い
'hv.
(
げ
)
例
え
ば
、
十
三
章
「
故
貴
以
身
於
篤
天
下
、
則
可
以
託
天
下
、
霊
以
身
於
属
天
下
、
則
可
以
寄
天
下
ヘ
五
十
八
章
ぷ
持
政
悶
悶
、
其
民
淳
淳
」
、
六
十
六
章
「
江
海
所
以
能
鶴
百
谷
王
者
、
以
其
普
下
之
、
故
能
局
百
在
主
¥
六
十
七
章
「
一
日
慈
、
二
日
倹
、
三
日
不
敢
属
天
下
先
」
、
七
十
六
章
「
放
堅
強
者
死
之
徒
、
柔
弱
者
生
之
徒
」
円
各
注
。
(
凶
)
例
え
ば
「
人
能
収
視
圧
聴
、
納
息
撤
液
、
虚
中
藤
用
、
則
六
事
倶
徹
、
妙
極
無
加
f
a
凡
動
物
有
知
者
、
皆
侍
息
市
生
.
・
身
内
有
丹
回
三
宮
、
金
堂
玉
室
。
胞
有
重
関
也
。
心
中
有
媛
、
謂
之
天
府
、
神
遊
息
於
其
問
、
室
隆
則
婦
姑
反
戻
、
心
凝
則
欲
悪
紛
転
」
(
『
荘
子
』
外
物
注
)
な
ど
。
(
日
)
『
親
停
直
指
』
の
作
者
は
、
張
伯
端
に
私
淑
し
て
い
た
と
い
つ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
事
実
、
陳
景
元
作
と
さ
れ
て
い
る
『
親
樽
直
指
』
町
内
容
は
、
張
伯
端
作
と
さ
れ
て
い
る
『
道
蔵
』
所
収
の
『
玉
滑
金
笥
青
華
秘
文
金
賀
内
煉
丹
訣
』
(
二
O
四
)
町
内
容
を
簡
便
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
『
金
賀
内
煉
丹
訣
』
が
誠
に
張
伯
端
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
円
余
地
が
無
い
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
侯
外
直
氏
は
『
申
国
思
想
通
史
』
第
十
七
章
、
第
二
節
「
宋
元
時
代
的
道
教
及
道
学
的
関
係
」
で
、
南
宋
の
王
邦
叔
な
る
道
士
の
偽
作
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
、
『
金
賀
56 
内
地
時
丹
訣
』
中
に
は
、
「
気
質
的
性
」
「
本
然
向
性
」
な
ど
の
概
企
が
見
え
、
北
宋
に
お
け
る
所
謂
宋
学
と
の
閣
わ
り
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
注
意
す
べ
き
点
も
あ
る
。
「
安
然
居
士
」
に
就
い
て
は
不
明
。
(
初
)
前
掲
侯
外
山
也
氏
論
文
、
及
び
今
井
宇
三
郎
「
道
家
南
宗
町
吊
譜
に
つ
い
て
」
(
『
泌
総
文
化
』
二
)
(
幻
)
白
玉
婚
の
事
実
上
向
弟
子
で
あ
る
「
替
虚
子
」
と
号
す
る
者
が
こ
の
司
親
博
直
指
』
を
編
纂
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
『
金
丹
直
旨
』
(
一
O
六
回
)
町
序
に
見
ら
れ
る
「
碧
虚
方
先
生
」
が
或
い
は
参
照
さ
れ
る
べ
き
か
.
尚
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
「
砦
虚
子
」
と
号
す
る
者
に
は
、
『
茅
山
志
』
{
一
ニ
O
四
)
巻
十
一
向
「
二
十
一
代
宗
附
・
蒋
元
吉
」
(
戚
平
元
年
逝
去
)
と
、
『
終
南
山
祖
底
仙
坑
内
博
』
(
九
五
四
)
『
甘
水
仙
源
録
』
(
九
七
二
等
で
.
馬
丹
陽
に
就
い
て
学
ん
だ
と
さ
れ
る
「
楊
明
民
」
(
正
大
五
年
逝
去
)
り
が
有
る
が
、
共
に
『
親
博
直
指
』
の
系
譜
と
は
合
致
L
4
い。
(
包
)
心
者
神
之
骨
也
。
心
者
衆
妙
之
理
而
宰
寓
物
也
。
性
在
千
是
、
命
在
子
是
。
若
夫
附
宇
道
之
士
、
先
須
了
得
這
一
箇
字
、
其
除
皆
後
段
事
長
(
心
為
君
論
)
。
〔
迫
術
〕
本
航
脱
稿
後
、
加
地
仰
行
氏
が
「
道
蔵
本
『
公
孫
龍
子
』
に
つ
い
て
」
(
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
・
哲
学
幻
・
一
九
八
二
に
て
隙
景
元
に
言
及
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
引
用
資
料
に
本
稿
と
共
通
の
も
の
が
有
る
様
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
に
参
聞
で
き
主
か
っ
た
こ
と
を
補
っ
て
お
く
。
